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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】
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安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

0

3,548

18,000

248,019

269,567

 5年度

0

1,914

301,126

303,040

 6年度

0

191,111

191,111

 6年度

0

1,238

13,002

290,845

305,085

 7年度

0

240,000

375,708

673,034

913,034

 8年度

0

297,051

297,051

 9年度

0

296,046

296,046

10年度

0

296,046

296,046

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 2 日 更 新

小中学校ICT機器整備事業

   3 教育の健幸 教育委員会事務局教育部 末永　舞

   9 義務教育の充実 学校教育課 坂本　幸

  31 学力の向上、徳育・体育の推進 総務施設班 5315

一般  10   2   2    11801 他
単年度のみ 単年度繰返  4

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

文部科学省の「教育のICT化に向けた環境整備5か年計画2018年～2022年」及び「GIGAスクール構想の実現」に基づき、学習
用端末、校務用端末、サーバ、電子黒板等の整備、校内ネットワーク（校務用ネットワーク、タブレット用ネットワーク、
図書用ネットワーク）の構築および運用保守を行っている。また、通信機器を整備し、校内だけでなく様々な場面で端末の
利活用を促進している。
※令和4年度より、児童生徒用パソコン整備事業、教職員用パソコン整備事業、GIGAスクール推進事業を統合し、新規にICT
機器整備事業を新設した。

【校務用PC、PC教室】リース満了後の機器更新における機種選定や業者の手配、リース契約締結、支払い事務。
【電子黒板】リース満了後の機器更新における機種選定や業者の手配、リース契約締結、支払い事務。
【タブレット】1人1台端末の機種設定、業者の手配、納品検査、支払い事務。
その他、児童生徒やクラス数増に伴い、不足する機器について、追加整備を行っている。

需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料、備品購入費

6年度事務事業の成果・実績
教育用PC、校務用PC、電子黒板、タブレット等の維持管理及び各種機器のリース料、通信費の支払いを行った。また、令和6年8月でリース満
了となる教育用パソコンについて、機器の更新を行った。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
GIGAスクール構想に基づき導入したタブレット端末について、県の共同調
達による一斉更新を行う。

タブレット端末の更新に伴う備品購入費の増

各種機器の不足が生じた件数 件

件

GIGAスクール構想と学校DX実現のため学習用端末及び校務用端末等の機器整備を行うことが出来た。教育振興基本計画の中で重点取組として
掲げている「ICT機器を積極的に活用した教育活動の充実と多様な授業展開による学びの保障」の実現と事業の成果向上のため、安定的なネッ
トワーク環境を確保し、ICT機器を活用した学びの充実を図る必要がある。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


